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ま
た
し
て
も
沖
縄
で
元
海

兵
隊
員
に
よ
る
地
元
女
性
の

暴
行
殺
人
遺
棄
と
い
う
凶
悪

犯
罪
が
発
生
し
て
し
ま
し
た
。

激
し
い
憤
り
を
感
じ
ま
す
。

「
綱
紀
粛
正
」
「
再
発
防
止
」

と
何
度
約
束
し
て
も
、
毎
日
命

の
重
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
殺
人

訓
練
を
繰
り
返
す
米
軍
基
地

が
あ
る
限
り
、
こ
の
悲
劇
は
決

し
て
な
く
な
り
ま
せ
ん
。
「
日

本
を
守
る
」
ど
こ
ろ
か
、
日
本

人
の
命
を
奪
い
続
け
る
米
軍

基
地
は
も
う
い
ら
な
い
。
再
発

防
止
の
唯
一
の
解
決
策
は
基

地
撤
去
、
新
基
地
ス
ト
ッ
プ
、

こ
れ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

民
進
党
の
候
補
者
を
取
り

下
げ
た
香
川
県
。
全
国
で
唯
一

共
産
党
公
認
候
補
の
田
辺
健

一
さ
ん
が
野
党
で
た
だ
一
人

の
候
補
に
な
り
ま
し
た
。
２

１
、
２
２
日
の
丸
亀
、
高
松
で

の
演
説
会
は
熱
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
（
写
真
）
。
全
国
か
ら

の
激
励
も
集
中
し
て
い
る
そ

う
。「『
事
実
上
の
野
党
統
一
候

補
』
か
ら
一
人
区
で
風
穴
を
開

け
る
た
め
の
気
持
ち
の
こ
も

っ
た
『
野
党
統
一
候
補
』
に
な

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
田

辺
さ
ん
。
気
持
ち
の
良
い
野
党

共
同
こ
そ
勝
利
の
カ
ギ
で
す
。

日
本
の
夜
明
け
を
香
川
か
ら
。 

 

２
２
日
、
徳
島
演
説
会
も
熱

気
一
杯
。
市
民
連
合
、
民
進
、

社
民
、
新
社
会
の
代
表
が
連
帯

の
あ
い
さ
つ
。
立
場
の
違
い
を

超
え
て
大
義
の
た
め
に
力
を

合
わ
せ
る
、
歴
史
は
着
実
に
か

つ
大
き
く
動
い
て
い
ま
す
。

「
そ
う
さ
ん
、
は
る
さ
ん
コ
ン

ビ
で
働
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

私
も
決
意
の
ご
あ
い
さ
つ
。 

 

広
島
の
志
位
演
説
会
で
出

会
っ
た
青
年
か
ら
電
話
。
「
ど

う
し
て
戦
争
法
な
の
か
？
」

「
ど
う
し
て
自
民
党
は
ア
メ

リ
カ
に
モ
ノ
が
言
え
な
い

の
？
」
「
安
倍
さ
ん
に
意
見
す

る
議
員
は
い
な
い
の
？
」
と
用

意
し
て
い
た
質
問
が
矢
継
ぎ

早
に
。
３
０
分
に
渡
る
、
さ
な

が
ら
電
話
綱
領
学
習
会
に
。
徳

島
演
説
会
に
参
加
し
た
３
０

代
男
性
は
「
私
も
政
治
を
変
え

る
た
め
に
行
動
し
た
い
」
と
即

座
に
入
党
。
鳥
取
の
岡
田
正
和

比
例
候
補
、
香
川
の
田
辺
さ
ん

は
３
４
歳
。
広
島
の
市
街
地
を

練
り
歩
く
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
宣

伝
（
１
８
日
）
で
も
、
た
く
さ

ん
の
若
者
が
手
を
振
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
番
組
「
や

り
ゆ
う
か
ぇ
～
」
第
４
弾
は
高

知
の
青
年
た
ち
の
生
き
生
き

し
た
運
動
を
紹
介
。
若
者
が
輝

き
主
人
公
と
な
る
選
挙
を
ご

い
っ
し
ょ
に
。 

 

山
口
県
周
南
市
議
選
は
１

か
ら
２
議
席
へ
前
進
、
沖
縄
県

議
選
も
間
近
。
そ
し
て
参
院
選

公
示
は
６
月
２
２
日
。
熱
い
暑

い
夏
の
始
ま
り
で
す
。 

 

（２
０
１
６
年
５
月
２
９
日
付
） 

 

施
設
が
老
朽
化
し
て
い

た
安
来
市
伯
太
町
の
学
童

保
育
所
「
母
里
児
童
ク
ラ

ブ
」
が
こ
の
ほ
ど
母
里
小
学

校
前
に
移
転
・
新
築
さ
れ
、

開
所
し
ま
し
た
。
保
護
者
や

地
域
、
日
本
共
産
党
な
ど
の

要
望
が
実
り
ま
し
た
。
３
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り

で
内
部
は
木
の
香
り
が
漂

い
ま
す
。
現
在
３
０
人
の
子

ど
も
た
ち
が
通
い
、
宿
題
を

し
た
り
、
隣
の
図
書
館
や
体

育
館
、
校
庭
で
遊
ん
だ
り
と

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

 

同
ク
ラ
ブ
は
２
０
０
２

年
、
安
来
高
校
の
旧
分
校
の

一
部
を
利
用
し
て
開
所
。
し

か
し
、
耐
震
化
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
や
老
朽
化
な
ど
で
、

保
護
者
ら
が
市
に
移
転
を

要
望
し
て
い
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
の
原
田
貴
与
子
市

議
が
議
会
で
取
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。 

や
県
内
他
市
の
動
向
を
見
極

め
た
う
え
で
検
討
し
た
い
。

（
「
小
村
き
ち
い
ち
の
議
会

報
告
」
よ
り
） 

自
治
体
関
係
者
、
地
域
自
治
会

代
表
ら
４
８
人
の
委
員
が
出

席
し
ま
し
た
。 

 

中
電
が
使
用
済
み
核
燃
料

の
搬
出
や
解
体
に
伴
い
発
生

す
る
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
管
理
な
ど
廃
炉
計
画
や

同
２
号
機
の
特
定
重
大
事
故

対
処
施
設
な
ど
の
概
要
を
説

明
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
の
大
国
陽
介

委
員
は
「
青
森
・
六
ヶ
所
村
の

使
用
済
み
燃
料
再
処
理
工
場

は
失
敗
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

住
民
の
避
難
計
画
は
実
効
性

が
担
保
さ
れ
て
い
な
い
」
と
指

摘
し
ま
し
た
。 

 

中
電
は
「
再
処
理
工
場
は
現

在
、
新
規
制
基
準
で
国
の
審
査

も
進
行
中
で
、
技
術
的
な
課
題

も
解
消
さ
れ
て
お
り
、
稼
働
の

確
実
性
は
高
い
。
避
難
計
画
で

は
自
治
体
に
防
災
資
機
材
の

提
供
な
ど
可
能
な
対
応
を
し

て
い
る
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。 

 

同
尾
村
利
成
委
員
は
「
廃
炉

計
画
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
循
環

方
式
は
技
術
的
に
は
未
完
成

だ
。
仮
に
再
処
理
工
場
が
稼
働

し
た
時
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
年

間
８
ト
ン
発
生
す
る
。
計
画
通

り
プ
ル
サ
ー
マ
ル
運
転
し
て

も
６
ト
ン
の
利
用
で
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
は
た
ま
り
続
け
る
。
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
循
環
方
式
は
破

 

日
本
共
産
党
県
委
員
会
は
５
月

２
６
日
、「
熊
本
地
震
を
は
じ
め
地

震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
と
地
域
防

災
対
策
を
」
と
溝
口
善
兵
衛
知
事

あ
て
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。
遠
藤

秀
和
党
県
政
策
委
員
長
や
尾
村
利

成
、
大
国
陽
介
の
両
県
議
、
安
来
、

松
江
、
出
雲
の
市
議
ら
９
氏
が
出

席
し
ま
し
た
。（
写
真
） 

 

多
田
議
員
―
市
民
は
生
活

交
通
バ
ス
の
拡
充
を
求
め
て

い
る
。
現
行
の
生
活
交
通
バ

ス
は
乗
車
人
数
が
少
な
く
、

利
用
状
況
の
改
善
が
必
要
と

考
え
る
。
利
便
性
の
向
上
で

乗
車
人
数
を
増
や
す
た
め
、

利
用
者
の
玄
関
先
へ
迎
え
に

行
く
運
行
方
法
を
提
案
す
る

が
ど
う
か
。 

 

答
弁
―
交
通
の
空
白
地
域

を
広
く
カ
バ
ー
す
る
有
効
な

選
択
肢
で
あ
る
と
考
え
る
。

生
活
交
通
バ
ス
の
デ
マ
ン
ド

型
区
域
運
行
へ
の
移
行
・
拡

大
を
検
討
中
だ
が
、
タ
ク
シ

ー
事
業
と
競
合
す
る
た
め
、

事
業
者
と
協
議
し
た
い
。

（
「
多
田
伸
治
市
議
会
だ
よ

り
」
よ
り
） 

 

小
村
議
員
―
昨
年
、
県
は

「
島
根
県
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
進
行
条
例
」
を
策
定

し
た
。
本
市
で
も
こ
の
よ
う

な
条
例
を
制
定
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。 

 

市
長
―
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
の
振
興
は
、
地
域
社

会
を
支
え
る
た
め
に
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
す
で
に
「
出
雲

市
産
業
振
興
条
例
」
を
制
定

し
、
産
業
全
般
の
振
興
に
つ

い
て
基
本
方
針
を
定
め
て

い
る
。
中
小
企
業
や
小
規
模

企
業
に
特
化
し
た
条
例
制

定
は
、
県
の
取
り
組
み
状
況

た
ん
し
て
い
る
」
と
強
調
し
ま
し

た
。（
写
真
） 

 

申
し
入
れ
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ

シ
ャ
ル
「
巨
大
災
害･

･
･

」
（
４
月

３
、
６
日
）
に
ふ
れ
、
西
日
本
全

体
が
乗
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト

は
「
地
盤
の
割
れ
目
」
が
多
数
存

在
し
、
熊
本
地
震
は
割
れ
目
の
位

置
と
一
致
し
、
見
逃
せ
な
い
と
強

調
。
２
０
１
０
年
の
鳥
取
西
部
地

震
な
ど
、
活
断
層
が
未
確
認
な
地

域
で
の
地
震
発
生
の
原
因
解
明
こ

そ
防
災
対
策
上
、
喫
緊
の
課
題
と

指
摘
し
、
地
盤
の
割
れ
目
と
活
断

層
と
の
関
連
、
島
根
原
発
２
号
機

の
基
準
地
震
動
評
価
に
関
わ
る
課

題
の
徹
底
解
明
を
求
め
ま
し
た
。 

 

第
７
２
回
島
根
原
子
力

発
電
所
周
辺
環
境
安
全
対

策
協
議
会
が
５
月
２
０
日
、

松
江
市
で
開
か
れ
、
県
議
や


